
■はじめに

木材チップやペレットなどの木質バイオマスを燃

料とした発電施設や熱利用施設が，北海道内では，

令和3年度末現在167施設が稼働しています1)。また，

効率的な木質バイオマス発電として，熱分解ガス化

方式を利用した発電施設の導入事例も見られるよう

になってきました。ペレットを利用した熱分解ガス

化発電施設が下川町や当別町，チップを利用した施

設が平取町に導入され，道内の他市町村でも導入計

画が進んでいます。熱分解ガス化発電では，木材

チップを燃料として用いる場合，湿量基準で水分

15%以下の乾燥木材チップが必要と言われています。

現状では，別途熱源を用意し，木材チップ乾燥装置

を導入して乾燥チップを準備している事例が多く見

受けられますが，設備導入分のコストアップと，他

の用途に使える熱量の減少などの問題があります。

そのため，木材チップの乾燥には，極力コストのか

かるエネルギー源を使わない方法が求められていま

す。

そこで，林産試験場では，太陽熱などを利用した

天然乾燥を主体とした乾燥方法を検討しました。具

体的には，農業用コンテナとビニールハウスを使っ

て乾燥させる方法です。木材チップをコンテナに入

れると，チップを山積みしている場合と比べて，外

気に触れる面積が多くなることが考えられますので，

木材チップの乾燥が進む可能性があります。また，

ビニールハウスの中に設置することにより太陽から

のエネルギーも有効に利用できるため，熱分解ガス

化にも使用可能な水分15%以下まで乾燥できる可能

性が見えてきます。

■農業用コンテナとビニールハウスを使った乾燥シ

ステム

写真1で示した内容積2 m3程度の農業用コンテナに

木材チップを投入し，林産試験場内に設置したビ

ニールハウスの中に入れて，木材チップの水分状況

を確認しました（写真2）2)。その際に，乾燥を促進

させる方法として，コンテナの中に仕切りをつけて

隙間を設ける方法や，送風機を設置して木材チップ

に送風する方法などを検討しました。

写真1 農業用コンテナ

（内寸1.63×1.05×1.13 m）

写真2 ハウス内に入れたコンテナの様子

木材チップの水分は，試験期間中は挿入式水分計

（Schaller 社製humimeter BLL）を用いて，試験終了

後は木質チップをサンプリングして全乾法により評

価しました。図1に2019年8月下旬から9月上旬の2週

間にカラマツチップの乾燥試験を行った結果を示し

ます。試験開始時のチップ水分は31.5%でした。試

験終了後のカラマツチップの水分は，隙間（この場

合，隙間は9 cm程度で，チップ層の幅は20 cm程度）

を設けてチップに送風した場合で，10%程度まで乾

燥しました。なお，送風した場合は，風が当たって

いる面の乾燥が早く，4～6日程度で水分15%程度ま

で乾燥している状況が確認されました。

■実証試験

この結果を基に，実際に木材チップ乾燥に用いて

いる施設をお借りして，実証試験を行いました3)。

カラマツ主体の針葉樹材切削チップを使用し，試験

場で行った試験と同様にコンテナに隙間を設けて，

試験を行いました。図2に試験の結果の一例を示しま

す。2020年7月下旬から8月中旬では，コンテナ内に
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図1 カラマツチップの乾燥経過

（上：乾燥の途中経過

下：試験終了後のチップ水分）

仕切りを設け，コンテナに送風することにより，2週

間程度で水分15%以下に木材チップを乾燥させるこ

とが可能でした。夜間の送風を停止（12時間送風）

した場合でも，夜間も送風した場合（24時間送風）

と比べて大きな水分変化の差はなく，乾燥コスト低

減のためにも，送風時間の短縮は可能と考えられま

す。

図2 実証試験の結果

（試験終了後のチップ水分）

■おわりに

農業用コンテナとビニールハウスを用いる方法に

より，熱分解ガス化に使用可能な水分15%以下まで

木材チップを乾燥させることが可能となりました。

なお，チップの価格は重油相当程度になり，乾燥に

関するコスト（チップ投入作業に係る重機の燃料代，

送風に係る電気代などで，減価償却費や人件費は除

く）は，外部熱源を利用して水分15%程度の乾燥

チップを製造する事例と比較し，ほぼ同程度となり

ます。また，今回の方法は，化石燃料の使用を極力

少なくして，乾燥チップを生産することが可能です。

チップ製造には，原木を保管する土場やチップを保

管する施設などが必要となりますが，ボイラーに必

要なチップの量とチップ生産，乾燥能力との兼ね合

いで保管に必要な面積が足りず，早急に乾燥させる

必要がある場合などに，実際に検討していただいた

事例も見られますので4)，今回の乾燥方法を検討し

ていただけたら幸いです。

なお，木質バイオマスを燃焼した後は燃焼灰や

チャーと呼ばれる木炭類似の熱分解残さが発生しま

す。燃焼灰の利用については折橋の報告があります

が5)，熱分解ガス化残さとしてのチャーの利用方法

についても現在検討をしており，土壌改良材や，吸

着剤としての応用可能性を見いだしています。今後

もバイオマス発電の利用拡大を目指して，燃料とし

て利用した後の残さの利用について検討していきた

いと考えています。
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